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第⑯回

コラム▼
は
じ
め
に

今
年
も
ま
た
、
暑
さ
の
厳

し
い
８
月
が
や
っ
て
来
た
。

世
界
中
で
の
戦
争
の
ニ
ュ
ー

ス
と
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
同
時
に
視
聴
し
て
い
る
。

８
月
は
、
原
子
爆
弾
被
爆

と
、
終
戦
の
月
で
あ
る
。
幸

い
日
本
は
そ
の
後
、
79
年
間

の
歳
月
、
戦
争
を
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
平
和
憲
法
の
現

憲
法
の
存
在
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
昭
和
・
平
成
・
令
和

と
い
う
元
号
の
時
代
を
生
き

て

き

た

が
、

こ

れ

に

は

「
平
」
と
「
和
」
の
文
字
が

あ
り
、
「
平
和
」
と
「
和

平
」
を
希
求
し
た
も
の
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
安
全
＆
安
心

の
基
軸
で
も
あ
る
。

▼
社
会
／
世
間
／
個
人

社
会
と
世
間
と
個
人
に
つ

い
て
ま
ず
意
識
し
て
み
た
い
。

「
社
会
」
と
い
う
概
念
が

日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、

明
治
に
な
っ
て
か
ら
西
周
に

よ
りsociety

か
ら
翻
訳
さ

れ
て
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
で

は
言
葉
と
し
て
は
定
着
し
て

い
る
が
む
し
ろ
次
に
述
べ
る

「
世
間
」
と
い
う
概
念
の
方

が
、
日
本
と
日
本
人
で
は
優

先
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
世
間
」
は
、
他
国
に
な

い
日
本
だ
け
に
あ
る
存
在
で

あ
る
。
世
間
は
万
葉
集
に
も

登
場
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ

れ
を
研
究
討
議
す
る
学
会
に

日
本
世
間
学
会
が
あ
る
。

故
・
阿
部
謹
也
氏
の
著
書

『「
世
間
」
と
は
何
か
』
が
火

付
け
役
と
な
り
、
そ
の
学
会

が
設
立
さ
れ
た
。
筆
者
も
会

員
で
あ
り
、
後
述
す
る
論
文

も
投
稿
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
身
障
者

の
育
児
や
介
護
に
つ
い
て
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
Ｔ
Ｖ
番

組
を
観
た
。
身
体
や
精
神
の

発
達
に
障
害
を
持
つ
子
供
の

介
護
や
養
育
は
、
個
人
や
家

庭
で
は
大
き
な
負
担
に
な

る
。
こ
れ
は
国
や
自
治
体
、

さ
ら
に
多
く
の
人
が
参
加
す

る
社
会
で
支
え
る
の
が
、
先

進
国
た
る
日
本
の
あ
る
べ
き

姿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
世
間

の
範
囲
で
は
な
い
。
安
心
な

暮
ら
し
に
は
、
社
会
の
醸
成

が
必
要
で
あ
る
。

障
害
児
の
世
話
の
ほ
か
、

高
齢
者
介
護
な
ど
も
社
会
が

制
度
を
構
築
し
、
社
会
が
支

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

実
際
の
介
護
現
場
に
も
世
間

が
つ
く
ら
れ
た
り
す
る
が
、

現
場
の
世
間
が
特
殊
化
し
な

い
よ
う
に
目
配
り
す
る
規
則

や
条
例
、
あ
る
い
は
法
律
も

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
心
的

組
織
の
世
間
に
は
任
せ
ら
れ

な
い
。
こ
こ
に
、
世
間
と
社

会
の
違
い
が
あ
り
、
役
割
分

担
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
大
事
な

も
の
に
「
個
人
」
が
あ
る
。

こ
れ
も
西
周
に
よ
るindivi

dual

か
ら
の
訳
で
は
あ
る

が
、
日
本
に
は
な
か
っ
た
概

念
で
あ
り
「
社
会
」
に
遅
れ

て
７
、
８
年
後
に
翻
訳
さ
れ

た
。
最
近
で
は
個
人
情
報
な

ど
と
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
西

洋
と
日
本
で
は
、
そ
の
成
立

の
経
緯
が
違
う
の
で
異
な
っ

て
い
る
。

▼
洋
上
風
力
に
対
す
る

世
間
の
影
響

日
本
世
間
学
会
の
論
文
集

『
世
間
の
学
』（
第
６
巻
、
２

０
２
２
年
）
に
投
稿
し
た
拙

論
『
社
会
受
容
性
に
お
け
る

世
間
の
関
わ
り
―
風
力
発
電

の
社
会
受
容
性
を
視
野
に
し

た
一
考
察
―
』
に
つ
い
て
述

べ
る
。

そ
れ
は
社
会
受
容
性
と
い

う
言
葉
が
社
会
と
い
う
視
点

か
ら
で
は
な
く
世
間
の
視
点

で
考
え
ら
れ
、「
世
間
受
容

性
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
の
で
は
と
の
指
摘
で
あ

り
、
日
本
で
の
特
殊
性
を
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。

洋
上
風
力
に
つ
い
て
を
例

と
し
た
が
、
新
し
い
概
念
や

ア
イ
テ
ム
が
登
場
し
た
こ
と

に
対
す
る
日
本
人
の
と
ら
え

方
は
、
世
間
視
野
か
ら
な
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
人
の
精
神
性

の
中
に
世
間
が
深
く
浸
み
込

ん
で
い
て
、
新
し
い
概
念
や

直
面
す
る
課
題
に
対
す
る
対

応
や
判
断
に
、
関
係
す
る
世

間
の
主
観
に
引
き
こ
ま
れ
、

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
と
の
考
え
で
あ
る
。

▼
洋
上
風
力
の

「
そ
の
世
」
体
験

洋
上
風
力
に
つ
い
て
の
社

会
受
容
性
に
つ
い
て
の
側
面

を
述
べ
て
み
た
い
。
洋
上
風

力
は
ま
だ
日
本
で
は
新
し
い

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
死
に
よ

っ
て
、「
こ
の
世
」
か
ら
隔
絶

さ
れ
た
「
あ
の
世
」
と
い
う

別
世
界
の
来
世
に
逝
く
（
他

界
す
る
、
昇
天
す
る
）
と
理

解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
未

体
験
で
も
の
理
解
で
あ
る
。

誰
も
が
、
否
定
し
な
い
で
受

け
入
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
祖
先
や
、
あ
る
い
は
身

近
な
人
の
死
に
よ
っ
て
、
現

実
と
し
て
理
解
を
し
て
い

る
。「
来
世
」
は
、
自
身
は
未

経
験
で
は
あ
る
が
そ
の
存
在

（
？
）
を
理
解
し
て
い
る
。

さ
て
、「
こ
の
世
」
と
「
あ

の
世
」
の
あ
い
だ
「
そ
の
世
」

を
考
え
て
み
よ
う
。
日
常
の

言
葉
で
の
「
こ
れ
」「
あ
れ
」

「
そ
れ
」
に
対
応
す
る
。「
こ

れ
」
と
い
う
指
示
代
名
詞
は
、

話
し
手
（
話
者
／
自
分
）
と

聞
き
手
（
相
手
／
他
人
）
と

の
間
で
の
表
現
で
、
話
者
の

も
の
で
、
相
手
の
も
の
で
は

な
い
。「
そ
れ
」
は
、
話
者
の

も
の
で
は
な
く
相
手
の
も
の

で
あ
る
か
相
手
に
近
い
も
の

で
あ
る
。「
あ
れ
」
は
、
話
者

と
相
手
の
双
方
か
ら
離
れ
た

も
の
で
あ
る
【
図
参
照
】。

「
そ
の
世
」
は
、
臨
死
体

験
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

現
世
で
は
ま
だ
経
験
し
て
は

い
な
い
が
、
来
世
を
経
験
し

（
臨
死
体
験
し
）
戻
っ
て
く

れ
ば
、
現
世
に
お
い
て
も
来

世
の
様
子
に
理
解
が
進
み
、

生
き
方
さ
え
も
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
、

「
こ
の
世
」
の
日
本
で
は
現

実
に
は
ま
だ
な
い
洋
上
風
力

を
、「
あ
の
世
」
と
し
て
の

欧
州
や
中
国
に
行
っ
て
み
れ

ば
、
そ
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
来
世
体
験
で
あ

る
。
す
る
と
、
現
世
で
も
、

洋
上
風
力
の
受
容
性
に
つ
い

て
は
、
理
解
が
進
む
こ
と
に

な
る
。

▼
ま
と
め

来
世
体
験
は
、
理
解
に
つ

な
が
り
洋
上
風
力
へ
の
受
容

性
は
高
ま
る
は
ず
で
あ
る

が
、
課
題
は
「
社
会
」
と

「
世
間
」
の
関
係
で
あ
る
。

Ｒ
Ｅ
１
０
０
な
ど
の
国
際
的

か
つ
社
会
的
な
要
求
を
、

「
世
間
」
が
阻
止
し
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
個
人
」
と
し
て
の
自
己
の

確
立
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
主
体
性
を
も
っ
て
生
き

る
前
提
と
な
る
。

「
こ
れ
」
も
「
そ
れ
」

も
、
と
も
に
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
平
和
、
そ
の

た
め
の
和
平
、
そ
し
て
安
全

と
安
心
も
個
人
の
主
体
性
に

求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

８
月
は
、
暑
い
ば
か
り
で
な

く
重
い
月
で
あ
る
。

る
い
は
楽
し
み
や
喜
び
に

満
ち
て
い
る
人
も
い
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
世

これ、それ、あれの位置関係

風
力
発
電
の
技
術
と
装
置
で

あ
る
。
社
会
受
容
性
は
、
新

概
念
に
つ
い
て
の
認
識
と
理

解
の
結
果
と
な
る
。
そ
れ
は

経
験
の
有
無
に
も
よ
る
。

筆
者
の
経
験
に
つ
い
て
の

説
明
は
、
特
異
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
説
明
に

は
、「
こ
の
世
」
と
「
あ
の

世
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出

し
て
対
比
し
て
い
る
。
さ
ら

に
受
容
性
を
深
め
る
た
め

に
、「
こ
の
世
」
と
「
あ
の

世
」
の
間
に
「
そ
の
世
」
の

存
在
を
導
入
し
て
い
る
。

「
こ
の
世
」
は
現
実
の
世
界

で
あ
り
現
世
と
も
い
わ
れ

る
。
毎
日
、
私
た
ち
は
問
題

や
課
題
を
抱
え
な
が
ら
「
こ

の
世
」
で
生
き
て
い
る
。
あ

◆ 第8回 JAPAN BUILD OSAKA－ 建 築
の先端技術展－
会 期：2024年9月11日（水 ）～ 13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：インテックス大阪（大阪府
大阪市住之江区南港北1丁目5-102）
▷入場料：無料（事前登録制）▷主
催：RX Japan/問 合 せ・ 詳 細：03-
6739-4127

●令和6年度「電気需要最適化・省エ
ネルギー社会実現セミナー」北海道
地区 札幌&関西地区 大阪
[北 海 道]開 催 日 時：2024年8月6日
（火）▷会場：北海道経済センター 8
階 Aホール（北海道札幌市中央区北1
条西2丁目）▷開催時間：13：30 ～
17：20（受付開始13：00より）▷詳
細：https://www.hptcj.or.jp/ind
ex/event/tabid/2273/Default.aspx
[関西]開催日時：2024年8月9日（金）
▷会場：大阪駅前第4ビル 会議室
2307AB（大阪市北区梅田1丁目11-4 
大阪駅前第4ビル23階）▷開催時間：
13：30 ～ 17：20（受付開始13：00よ
り）▷詳細：https://www.hptcj.or.

jp/index/event/tabid/2274/Defau
lt.aspx
▷参加費：無料（事前登録制）▷主
催：一般財団法人ヒートポンプ・蓄
熱センター▷問合せ：蓄熱技術部
セミナー事務局03-5643-2403

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術
開発・人材育成拠点の形成」事業：
太陽光発電設備の構造設計に関する
基礎講習【全4回】
開催日時：【1回目】2024年8月21日

（水）10：00 ～ 12：00（オンラインの
み）／【2回目】2024年8月22日（木）
10：00 ～ 12：00（オンラインのみ）
／【3回 目 】2024年9月9日（月 ）10：
00 ～ 12：00（オンラインのみ）／【4
回目】2024年9月11日（水）10：00 ～
12：00（現地＆オンラインのハイブ
リッド）▷講師：一般社団法人構造
耐力評価機構 理事 浅田豊氏（外部
講師）▷会場：産総研 福島再生可能
エネルギー研究所（FREA） 1F共用会
議室（福島県郡山市待池台2-2-9）▷
参加資格：今後、福島県内において
太陽光発電の関連事業への参入、拡
大に意欲があること／福島県および
近県に事業所・工場などがある企
業、または福島県内の発電所におい
て、太陽光発電システムのメンテナ

ンスの実績がある企業に所属してい
る方を優先（企業の所在地は問わな
い）／ 4回すべて受講できることが望
ましい▷参加費：無料（事前申込制）
▷主催：国立研究開発機構産業総合
研究所 再生可能エネルギー研究セ
ンター 太陽光システムチーム/問合
せ・ 詳 細・ 申 込：https://www.
aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/
pvom2024/0821.html

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術
開発・人材育成拠点の形成」事業：
太陽光発電の発電特性評価に関する
セミナー
会期：2024年8月23日（金）▷開催時
間：13：00 ～ 15：00▷講師：合同
会社PVSQマネジメント 津野裕紀氏
（外部講師）▷開催方式：ハイブリッ
ド（現地＆Microsoft Teamsによるオ
ンライン）▷会場：産総研 福島再生
可能エネルギー研究所（FREA） 1F 
FREAホール（福島県郡山市待池台
2-2-9）▷参加資格：今後、福島県内
において太陽光発電の関連事業への
参入、拡大に意欲があること／福島
県および近県に事業所・工場などが
ある企業、または福島県内の発電所
において、太陽光発電システムのメ
ンテナンスの実績がある企業に所属

している方を優先（企業の所在地は
問わない）▷参加費：無料（事前申込
制）▷主催：国立研究開発機構産業
総合研究所 再生可能エネルギー研
究センター 太陽光システムチーム/
問合せ・詳細・申込：https://www.
aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/
pvom2024/0823.html

●ESA設立記念シンポジウム「社会イ
ノベーションの新メカニズム ～ポス
トSDGsの答えはエコシステム社会
デザイン～」
会期：2024年8月23日（金）▷開催時
間：13：00 ～ 17：10※終了後、会
場にて名刺交換などの交流会あり▷
開催方式：会場＆オンライン▷会
場：大阪科学技術センター 大ホー
ル（大阪市西区靱本町1-8-4）▷参加
費：無料（事前申込制）▷主催：一般
社団法人エコシステム社会機構
（ESA）／共催：一般財団法人地域活
性化センター /問合せ・詳細・申込：
https://esa.or.jp/activity/eve
nt/1.html

●太陽光発電設備の適切な維持管理最
新動向セミナー
会期：2024年8月27日（火）▷開催時
間：13：30 ～ 15：30▷開催方式：
会場＆オンデマンド配信（後日に録

画配信）▷会場：コラッセふくしま
5階 研修室（福島市三河南町1番20
号）▷参加費：無料（事前申込制）▷
主催：一般社団法人 福島県再生可
能エネルギー推進センター（福島県
委託事業）/問合せ：024-529-7463

●地域脱炭素ネットワーキングイベン
ト
開催日時：2024年8月30日（金）▷会
場：東京国際フォーラム ホールB7
（東京都千代田区丸の内3丁目5番1
号）▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷
企業の参加費：無料（要事前申込）▷
主催：環境省▷問合せ・詳細・参加
登 録：https://local-re-jinzai.
env.go.jp/carbon-neutral-nw/

●RITE 未来社会を支える温暖化対策技
術シンポジウム in 関西
会期：2024年9月19日（木）▷開催時間：
13：00 ～ 17：25▷会場：大阪科学技
術センター 大ホール（大阪市西区靱本
町1-8-4）▷参加費：無料（事前申込制）
▷主催：公益財団法人地球環境産業技
術研究機構（RITE）/問合せ：RITE企画
調査グループ0774-75-2301 ／詳細・
申込：https://www.rite.or.jp/news/
events/2024/07/2024919.html

新エネルギー関連
イベントカレンダー（8月～ 9月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


